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 幼児の表現活動は絵画や工作に代表される造形

表現, ダンスや模倣に代表される身体表現, 歌や

器楽に代表される音楽表現などがあ り6), これ ら

の活動は, 身体機能や運動機能を発達させ, 認知

や思考の力を伸ば し, 社会性を育てるといわれて

いる10)。

身体表現は, 自己のイメージを持ち, 自己の身

体の動 きを工夫して描いたイメージを表出する活

動であり, 仲間との相互交渉の中に表現技能を高

めたり, 美的感動を体験できる活動である。

 身体表現で取 り組まれる, 全身を用いた動きを

行 う活動は, 幼児の活動欲求を満足させる一方で, 

より進んだ身体支配を要求するので, 幼児の身体

支配能力 を開発することができる。また, 興味あ

る対象から動 きを創 り出 してい く活動は, 豊かな

感受性や柔軟な思考の力を必要とするので, これ

らの力 を伸ばすことがで きる。加えて, 仲間と協

調 して遊ぶことができたり, 一人ではで きないイ
メージを表現するために, 協同的な技能が要求さ

れるので, 社会性の育成に深 く関わっている。こ

のことは, 身体支配や豊かな感受性や柔軟な思考, 

社会性が開発されることによって, 幼児がより豊

かな身体表現活動を展開することがで きることを

教えている。

 したがって幼児の身体表現活動を捉えようとす

る場合, 第一 に 「運動」の発達の側面, 第二に

「創造的行動」の発達の側面, 第三に 「社会的行

動」の発達の側面から捉えること5)は意味のある

ことであろう。

 幼児期の発達に関する先行研究では, 三側面の

それぞれについて次のようなことがいわれている。

 幼児の身体支配に関する研究では, 5歳 児は3
・4歳 児に比べ, 違った動 きのパターンを正確に

体感 し, 身体意識がはっきりしていることが示 さ

れている11)。

 次いで, 幼児の想像性発達に関する研究をみる

と, 5歳 児は, 既有知識を利用 して想像を膨 らま

せる力や, 順序立 て整理 した内容を創 る力, を

持っていると報告 されている12)。この ような想

像力の発達は, イメージを膨 らませ動 きを創 り出

す, 幼児における身体表現の支えとなっていると

思われる13)。

 また, 幼児の社会的行動に関する研究をみると, 

3歳 から4歳 にかけて一人遊びが急激に減 り, 年

齢が上がるにつれて, 相手が2人 もしくは3人 以

上 になることが示 されている18)。 したが って, 

この時期から, 幼児が人間関係 を広げ始め, 自己

中心的な視野から周 りの環境へ と興味を広げるこ

とがわかる。このことはすでに知 られているよう

に, 幼児の表現活動の方法が 自己中心的なものか

ら, 仲間との関わりへ移ってい くことと関連 して

いると想像 される。

 このような能力や行動の発達 に支えられている

幼児期の身体表現については, 次のような先行研

究の結果が報告されている。

 若松は数年にわたる幼児の身体表現を観察 し, 

各年齢ごとの幼児の身体表現能力 を導き出 してい

る。その結果, 幼児の身体表現力は, 4～5歳 に

かけて急速に発達することを指摘 し, 4歳 児初期

の段階までは表現体になりきることが難 しく, 動

きの工夫 も単純で, 個人で表現 していることが多

いが, 4歳 中頃から, 複合的な動 きや全身的な動

きが見 られ, 数人で関わり合いを持 ちながら表現

してい く様子が, 見 られるようになると報告 して
いる15)16)17)。

 そ して, 柴はジャンプを課題 とし, 課題 と表現

のつなが りや動 きの多様化 を年齢ごとに示 し, 動

きの工夫について検討 している。その結果, 5歳

児では, 違ったパ ターンのジャンプを正確に体感
でき, 3・4歳 児 に比較 して, 豊富であることを

示し, また, 一つの動 きを多様化 したり, 二つの

動 きを複合する力がついて くることを報告 してい

る11)。

 また, 西は 「まる」 と 「さんか く」について言

語や絵, 具体物などを示した上で, 幼児の身体表

現を観察 している。その結果, 3・4才 児では形

をまねるだけだったのが, 5才 児では, 具体物

(ボール)に よって 「前転」があらわれたことか

ら, 表現対象のもつ性質が運動形態に結びつ くこ

とを報告 している。これは, 5歳 児が表現対象の

もつ性質を考慮した動 きが表現で きることを示 し

ている7)。

 これ らの結果から, 幼児の身体表現を検討する

場合, 4～5歳 児に着目することが, 大変重要で

あることがわかる。

 ところで, 幼児の身体表現の全体像やその特徴

は, どのような視点から捉 えることがで きるので

あろうか。 これまでの研究では, 一定の尺度 に

よって幼児の身体表現を共通に捉える試みはみら
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れない。すでに示 した先行研究でも, 年齢によっ

て獲得 される身体表現能力 について, 明 らかにさ

れたものの, 事例的な考察にとどまるものが多 く, 

幼児の身体表現の特徴を捉える共通の尺度を導 き

出す ことは, 意識 されていない。

 しかし, 先行研究か ら身体表現 を捉 える視点を

導 き出し, 具体的項目を作 り, 共通尺度を作成で

きると考 える。
 一方, 先行研究では身体表現によって開発され

る諸能力, あるいは身体表現を支える諸能力につ

いて言及されてはいるものの, 幼児個人が持つ運

動能力や創造的能力, 社会的行動の能力が, 身体

表現の充実にどのような影響を与えているのかに
ついては不明な点が多い。 この点についても検討

が急がれる。ただし, 3側 面か ら身体表現の充実

について同時に検討することは, 研究方法上の困

難や考察を焦点化 してい く上で困難が生 じると考

えられるので, 研究に際 しては, 個人の身体表現

活動に直接関与すると考えられる, 運動能力 ・創

造的能力 に着目し, 研究を行うことが よいであろ

うと思われる。

 そこで本研究では, まず幼児の身体表現 を評価

する項 目と基準を, 先行研究より導 き出し, 幼児

の身体表現の特徴を捉えることが出来る共通の尺

度を作成することを試みることとした。その上で, 

5歳 児を対象に身体表現を行わせ, その特徴 を作

成 した評価項目によって明らかにするとともに, 

運動能力 ・創造的能力が幼児の身体表現 にどのよ

うに関わっているかについて考察することとした。

第二章 研究方法

1. 幼児の身体表現の評価項目の作成

 対象の身体表現を評価する, 評価項目の作成にあ

たっては, 幼児の身体表現に関する文献, 先行研究

に検討されている, 二つの視点を取 り上げ, 表2-

1の ような全6項 目(ア ～カ)を 作成 した4)8)。

 第一の視点は身体表現力の発達を捉えるもので

ある。第二の視点は, 創造的能力の思考特性 を捉

えるものである。

 5歳 児の段階で獲得 される, 身体表現の発達傾

向としては, a)多 様な動 きを用いることができ

る, b)変 化のある動 きを工夫することができる, 

c)全 身を使って表現できる, を挙げることがで

きる(若 松15)16)17), 西7))。 これら3項 目を第一

の視点 「発達を捉える項目」 とし, 身体表現 を捉

える具体的項 目ア, イ, ウとした。

 次 に, 5歳 児で獲得される身体表現の工夫の仕

方 として, d)多 様に表現でき, 表現の内容や方

法に広が りがある, e)細 部にまで思考 され具体

的に表現できる, f)独 自な捉え方がで きるを挙

げることがで きる(柴11), 西7))。 これらの項 目

は, 創造的な能力の思考特性である, 多様さ, 広

さ, 深 さ, 独 自さに符合するものである。そこで

この3項 目を第二の視点 「思考特性 を捉える項

目」 とし, 具体的項目工, オ, カとした。
2. 身体表現の収録

(1)対象 横浜市H幼 稚園年長児(5～6歳)27名

(2)期間 平成8年9月 中旬～10月 下旬

(3)場所 H幼 稚園保育室(7×11m)の フロアー

(4)課題 「好 きな動物 に変身」2)(資 料1)

(5)収録

 対象児の行った 「身体表現」は, 設置した4台

のVTRカ メラで収録 した。対象児27名 の3回 にわ

たる合計81表 現についての収録である。収録に際

し, で きるだけ日常の保育活動と同じような状況

で表現がで きるようにすること, さらにVTRに 収

資料1 身体表現の実施の方法
(所要時間約20分)

表2-1 身体表現の評価項 目
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録で きることを考慮 した。 したがって, 対象児は

8名 から10名 のグループに分けて身体表現を行わ

せ, その表現がVTRに 収録されたものが選ばれた。

3. 身体表現の分析方法

 分析は, 1に 示した評価項目にしたがって行った。

さらに分析は, 舞踊研究者, 幼稚園教諭及び幼児体

育指導者の計3名 の評価者によって行われた。

4. 能力別グル-プ の編成 と比較分析

1)運 動能力 ・創造的能力の測定

 運動能力の測定には, 小林-フ ロステイッグ ・

ム ー ブ メ ン ト ・ス キ ル テ ス トバ ッテ リー

(MSTB)を 採用 した3)9)注1)。

 テス トの結果を評価点換算表にて得点化 し, 個

人得点とした。

 創造的能力の測定 には, S-A創 造性検査P版

(絵図を表現媒体 とする非言語性検査)を 用いた
8)注2)。
アス トの採点は業者に依頼 し, 個人得点

を算出 した。

2)能 力別グループの編成

 幼児の身体表現に運動能力 ・創造的能力がどの

ように関わっているかについて考察するために, 

次の(1)～(3)のような能力別のグループ編成を行っ

た。

(1)運動能力別のグループによる身体表現の比較を

するために, 対象児の運動能力テス ト(MSTB)

結果を, 個人得点の中央値から上位群 と下位群 に

分けた(表2-2)。

(2)創造的能力別のグループによる身体表現の比較

をするために, 対象児の創造性検査結果を, 個人

得点の中央値か ら上位群 と下位群に分けた(表

2-3)0

(3)両能力のレベルによって分けられたグループ間

で, 身体表現の比較を行 うため, 運動能力テス ト

(MSTB)と 創造性検査から得 られた, 個人得点

の中央値によって, 対象児 を上位群 と下位群 に分

け, 表2-4に 示す4群 に分けた。

3)分 析の方法

 上記の各グループを, 身体表現の評価項 目(全

6項 目)に ついて評価 し, 上位群下位群 における

充実度(各 項 目についての合計数)に ついて, 統

計解析 ソフ トNAP及 びSPSSを 用いて, その差 に
ついて比較するとともにカイ二乗検定及び残差分

析を用い, 有意差検定を行った。

第三章 結果 と考察

1. 5歳児の身体表現の特徴 と発達傾向

 本研究の対象児27名 が行った, 81表現の特徴 と

発達傾向を6項 目の評価項目か ら捉え, 先行研究

に対比 した結果, 次のようなことが明らかになっ

た。

1)身 体表現の特徴 と発達傾向

(1)身 体表現の発達

 評価項目ア, イ, ウは, 身体表現の発達 を捉 え

る項目である。

 表現に用いられた動 きの種類は1～5種 類であ

り, 項 目ア. 「多様な動きを用いることがで きる

(3種 類以上)」 は54. 3%で あった(表3-1)。

用いられた動 きの内容は, 走る, ジャンプ, ハイ
ハイ歩 き, くっつ くなどである(表3-2)。

 項 目ウ, 「部分 と全身を使 った動 きがで きる

(手足, 顔のみでな く体幹部分 も使った動 きがあ

る)」 のは25. 9%で ある。3～5歳 にかけて, 部

分か ら全身へ と表現が移行するが, 本対象では表

現対象の形態や特徴的な動 きは, 手や上肢で表現

される傾向が強いが, 全身を使った活発な動 きが

多 くみ られた。

 みつけ出した動 きを, どのように変化 させて表

現 しているのかをみると, 項目イ, 「変化のある

動きがで きる(方 向の変化, 繰 り返 し, 複合 した

動 きなどがある)」 のは33. 3%で あった。対象と

した表現では動 きを繰 り返 したり, 一つの動きを

表2-2 運動能力からみたグループ編成

()内 は表現数

表2-3 創造的能力からみたグル-プ 編成

 ()内 は表現数

表2-4 運動能力 ・創造的能力からみた

グループ編成

()内 は表現数

表3-1 身体表現評価項目別に見た表現数

()内 は対象表現数に対する割合
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変化させたり, 2つ 以上の動 きを複合させるなど

の, 変化のある動 きが行われていた。

 このように本対象の表現は, 身体表現の発達を

捉えるどの項目においても該当する表現がみられ

た。 しか し, 項目アが過半数であったのに対 して

項目イ ・ウはその比率が低 くなった。 したがって

項目イ ・ウは5歳 児にとって, やや難度の高い表

現方法であると考えられる。

(2)身 体表現の思考特性

 評価項目工, オ, カは, 身体表現の思考特性 を

捉える項目である。

 項 目工, 「いろいろなことを表現する(同 じこ

とばか り表現 しない)」 は49. 4%み られた(表

3-1)。 対象児は2分 間の中で, 違う対象に変

身 したり, 周囲の物や人を何かに見立てて表現に

利用するなど, 広がりを持った表現を行っていた。

 また, 項目オ, 「細部にまでよく思考され, 具

体的に表現されている(表 現対象を詳しく表そう

と工夫 している)」 のは, 17. 3%で あった(表

3-1)。 口の動 きや角の動かし方, 動 く速さの

変化 を工夫 していた。若松23)24)25)の示す 「題材

の捉え方が大 まかな捉 え方から, いろいろな角度

から捉える, そして細かな変化(形 態から質へ)

と発達 してい く。」ことを考慮すると, 項 目オは

エよりも5歳 児には難 しい表現の工夫であり, 項

目オの発現数が少ないことが理解される。

 項 目力, 「他の子 どもが思いつかない表現をす

る」は, 12. 3%で あった。対象 とした表現では, 

他の子が思いつかない対象に変身したり事件を起

こしたりしていた。 この項目はオ同様, 出現頻度

が少なかった(表3-1)。

 以上のように, 身体表現の思考特性を捉える項

目においても, 各項目に該当する表現がみられた。

しかし, 項 目工が約半数であったのに対 し, 項目

オとカの比率は低 く, 他の項目に比べ, 特に難度

の高い表現であることが伺われた。

2)ま とめ

 対象児の行 った身体表現の特徴は, 約半数が3

種類以上の動 きを用い, 違 う対象 に変身した り, 

周囲のものや人と関わりを持ちながら多様な身体

表現 を行 うものであった。

 5歳 児になると獲得 されると言われる, 項目ア
～カの評価項目をみると, 全ての項目に該当する

表現がみられた。このことは, 「5歳児になると, 

表現対象の性質を捉えて動 きを創 り出す力が備わ

り, 単純な動 きの表現の段階から, 全身を使い複

雑化 した身体表現ができるようになる。さらに動

きの多様化や複合 などがで きるようになる。」 と

いう, 先行研究における身体表現 と同様の傾向に

あることを示 している。

 ところが, 本対象に達成 された各項目の比率は
一様ではなく, 項 目ア, エは約半数であったのに

対 し, 項目イ, ウは約3割 であ り, 項目オ, カは, 

2割 に満たなかった。

 このことか ら, 多様 な動 きを用いることができ

る, いろいろなことを表現することは獲得されや

すいが, 細部にまでよく思考され, 具体的に表現

されている, 他の子 どもが思いつかない表現をす

ることは, 他の項 目に比べ難度の高い表現方法で

あり, 獲得されに くいことがうかがわれた。

2. 身体表現の充実と運動能力 ・創造的能力との関

係について

1)運 動能力別グループによる身体表現の比較

 運動能力の上位群 と下位群の身体表現を比較 し

た結果は, 表3-3に 示す とお りである。運動能

力の上位群は下位群 に比べ, オとカの項 目につい

て有 意な値 を示 している(オ: x2=7. 77, df=1, p<

表3-2 表現 された動きの種類とその出現数
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0. 02; カ: x2=3. 87, df=1, P<0. 05)。また, アイウの

合計数(身 体表現の発達 を捉える項目)及 び, エ

オカの合計数(身 体表現の思考特性 を捉 える項

目)さ らに, 6項 目の合計数においても有意な値

を示 した(アイウ: x2=5. 10, df=1, P<0. 02; エオカ: x2=

5. 87, df=1, P<0.02; ア～カ: x2=10.80, df=1, P<0.01)。

 したがって運動能力の上位群は下位群に比べ, 

身体表現の発達を捉える項 目においても, 身体表

現の思考特性を捉える項 目においても, 表現が充

実 しており, 特に5歳 児では難度の高い表現の工

夫である 「細部にまで よく思考 した具体的な表

現」や 「他の子 どもが思いつかない表現」をする

ことができることがわかった。

 このように, 運動能力は身体表現の充実 に深 く

関係 していることが捉えられた。

2)創 造的能力別グループによる身体表現の比較

 創造的な能力から対象を上位群 と下位群 に分 け

身体表現の充実度 を比較 したものが表3-4で あ

る。上位群は下位群に比べ, 項目イ 「変化のある

動きができる」について有意な値を示 した62=4. 35, 

df=1, P<0. 04)。 また, アイウの合計数(身 体表

現の発達を捉える項目)に おいても有意に高い値

を示 した(x2=3. 96, df=1, P<0. 05)。

 したがって, 創造的能力上位群は下位群に比べ, 

「身体表現の発達 を捉 える項目」 において表現が

充実 してお り, 特に項目イ 「変化のある動 きがで

きる」が示す, 動 きに変化を加えたり, 繰 り返 し

た り, 動 きを複合する表現が, 充実 していること

がわかった。

 このように, 創造的能力は一部の身体表現の充

実に深 く関係 していると考えられる。

3)運 動能力 ・創造的能力別グループによる身体

表現の比較

 運動能力 と創造的能力によって対象をA～Dの

4群 に編成 し, 身体表現の充実度を比較すること

にする(表2-4)。

 A～Dの4群 を比較 した結果が表3-5で ある。

ア～カの6項 目の合計 とアイウの合計数(身 体表

現の発達を捉える項目)に ついて, A群 は他の群

に比べ有意に高い値を示した(ア～オ: x2=13. 35, df=3, 

P<0. 01; アイウ: x2=8. 72, df=3, P<0. 03)。 運動能力 も

創造的能力 も上位にあるA群 が, 他の群に比べ有

意に高い値を示 したことは, 身体表現には, 運動

能力と創造的能力が関係 してお り, 両能力が十分

に獲得されている場合に, もっとも充実 した身体

表現が可能になることを示 している(表3-5)。

 さらに詳細にみるために, 運動能力は共に上位

にあるが, 創造的能力が上位 と下位 にあるA・B

群を比較 した(表3-6)。 その結果, A群 はB

群に比べ項目イについて有意に高い値を示 した。

また, アイウの項目(身 体表現の発達を捉える項

目)に ついても10%水 準ではあるが, 有意に高い

値 を示 した(転 し3. 94, df=1, P<0. 05; アイウ: x2=2. 96, 

df=1, P<0. 09)。
 一方C・D群 は共に運動能力の下位群であるが, 

創造的能力が上位 と下位にある群である。C群 と

D群 を比較 した結果, 両者には明らかな差を見い

だすことはで きなかった。(表3-6)

4)ま とめ

 運動能力が上位にある場合と, 下位 にある場合

とでは, 創造的能力の影響が異なると言える。つ

まり, 運動能力が上位にある場合は, 創造的能力

は 「身体表現の発達を捉える項目」 を充実させ, 

特 に 「変化のある動きができる」 ことに影響を与

えていた。 しか し, 運動能力が下位 にある場合は, 

表3-3 運動能力別にみた身体表現評価項目
の合計数

()内 は各群における%*p<0. 05
3項 目合計における検定は, 各群における対象数の3倍 した
数から導き出している。

表3-4 創 造 的能力別 にみた身体表現評価項

目の合計数

()内 は各群 にお ける%*p<0. 05
3項 目合計 における検 定は, 各群 にお ける対象数 の3倍 した

数か ら導 き出 している。
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創造的な能力が上位 にあっても表現の充実に, 影

響が現れないことが捉 えられた。

 これらの結果から, 運動能力 と創造的能力 とが

十分 に獲得 されている場合に, 最 も充実 した身体

表現が可能になる。そ して, 運動能力が上位の場

合は創造的能力が身体表現の充実に生かされるが, 

運動能力が下位の場合は, 創造的能力が上位 に

あっても身体表現への影響が現れにくいことが示

唆された。

第四章 結論

 5歳 児の身体表現の特徴及び運動能力 ・創造的

能力 との関係について検討するために, 幼児の身

体表現を共通の尺度か ら捉 える独 自の評価項 目

(全6項 目)を 作成 し, 対象児の身体表現を捉 え

たところ次の結論が導かれた。

1. 身体表現の特徴 と発達傾向

 対象児の約半数が獲得 していた身体表現の特徴

は, 3種 類以上の動 きを用い, 次々と違 う対象に

変身 したり, 周囲の物や人と関わ りをもちながら

多様な身体表現を行 うものであった。 これらは, 

先行研究の発達傾向に合致 していた。 このことか

ら, 5歳 児にとって多様な動 きを用いたり, いろ

いろなことを表現することは獲得 されやすいが, 

細部にまでよく思考 した り, 具体的に表現するこ

とや, 他の子 どもが思いつかない表現をすること

は, 難度の高い表現方法であることが示唆 された。

2. 身体表現 と運動能力 ・創造的能力 との関係

1)運 動能力 ・創造的能力から身体表現 との関係

をみた場合, 次のようなことが明らかにされた。

 運動能力 と創造的能力の両能力が共に高いとき

に, 最 も充実 した身体表現が可能になる。 しかし, 

運動能力は創造的能力 よりも, 身体表現に与える

影響が強 く, 運動能力が上位 にある場合は創造的

能力が身体表現の充実に生かされるが, 運動能力

が下位の場合は, 創造的能力が上位にあっても影

響を与えにくい。

2)運 動能力あるいは創造的能力 を独立 させて身

体表現との関係をみた場合は, 次のようなことが

明らかにされた。

 運動能力が上位にある場合は, 下位 にある場合

に比べ, 身体表現の充実 を捉える2つ の項 目であ

る 「身体表現の発達を捉える項 目」 と 「身体表現

の思考特性を捉える項 目」の両項目において身体

表現が充実 し, 特に 「細部にまでよく思考 され具

体的に表現されている」や 「他の子 どもが思いつ

かない表現をする」の表現が充実していた。
 一方, 創造的能力が上位の場合は, 下位 にある

場合に比べ, 「身体表現の発達を捉える項目」に

関わる身体表現が充実 しており, 特に 「変化ある

動 きができる」の表現が充実 していた。

表3-5 4群 で見た身体表現評価項目ごとの
 合計数

()内 は各群の全対象表現数に対する%
x2値の有意水準 は*p<, 05, **P<. 01, x2検 定の結果〉

有意 なものについては残差 分析 を実施 した。+(-)は 有意

な割合が高 い(低 い)こ とを表す。
+(-) P<. 05, ++(--) P<. 01

表3-6 A・B群, C・D群 に み た 身 体 表 現 評 価

項 目 ご と の 合 計 数

創造的な能力が上位 にあっても表現の充実に, 影

響が現れないことが捉 えられた。

 これらの結果から, 運動能力 と創造的能力 とが

十分 に獲得 されている場合に, 最 も充実 した身体

表現が可能になる。そ して, 運動能力が上位の場

合は創造的能力が身体表現の充実に生かされるが, 

運動能力が下位の場合は, 創造的能力が上位 に

()内 は各群の全対象表現数に対する%
x2値の有意水準は P<. 1, *P<. 05

3項 目合計 における検定は, 各群における対象数の3倍 した数から導

き出している。
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注1)感 覚-運 動能力は, 子どもの全面的な発達

の基礎(感 覚 一運動能力, 言語, 知覚, 高次

認知機能, 社会適応, 情緒発達)を 形成する

として, 重要であることが知 られてい る。

MSTBは, この感覚一運動能力を測るために

開発 されたものであ り, 5つ の運動属性(目

と手の協応, 平衡性, 筋力, 柔軟性, 視覚に

よって導かれるムーブメント)か ら評価 され

る。

注2)S-A創 造性検査P版 は, テス ト1～6で 構

成され, 各テス トごとに思考の特性 として速

さ, 広さ, 独自さ, 深さが評価 される。

-20-


